
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2021年1月29日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2021年1月29日～2022年2月25日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202202_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
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米国：株式相場は、長期金利の上昇が続く間は変動率の高い状況が続くとみられますが、足元の経済
指標や企業業績には大きな変化がみられないことから、循環物色一巡後は一旦落ち着きを取り戻すと
みています。なお、これまでの過剰流動性に支えられてきた割高感が強い銘柄については株価の上値
は抑えられやすく、下値を模索する可能性もあります。
欧州：株式相場は、米国市場の動向次第で変動率が高まる可能性はありますが、堅調な企業業績や株
価の相対的な割安感などを背景に、底堅く推移するとみています。

（期間：2021年1月29日～2022年2月25日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2022年2月22日～2月25日） 米国株価指数の推移

米国では循環物色一巡後に落ち着きを取り戻し、欧州では相対的な割安感から底堅く推移

先週の米国株式市場は、前週末比でS&P500種株価指数は上昇した一方、NYダウは下落しました。
ウクライナ情勢が緊迫化する中、ロシアへの経済制裁がインフレを加速させ、世界景気を冷やすとの
警戒感が強まったことで、週の前半はリスク回避の売りが優勢となりました。週の後半は、ロシアの
軍事行動開始を受けて、停戦交渉への期待感から買い戻しの動きが活発化しました。
一方、欧州市場は米国に比べ相対的にロシアと関りの深い企業が多いことから、米国に劣後しまし
た。
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投資環境見通し（2022年2月）

8.46%

S&P500種株価指数 4,384.65 0.82% 0.65% ▲2.48%

NYダウ 34,058.75 ▲0.06% ▲0.70% ▲3.80%
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